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序

下北半島 には、 旧石器時代か ら歴史時代 に至 る

多 くの埋蔵文化財包蔵地が確認 されてお ります。

本報告書 は、平成 ３年度 に県営農免農道整備事

業 （高野川地 区）の実施 に先立 って、当該路線内

に所在 す る川内町高野川（２）遺跡 を発掘調査 した結

果 をま とめた ものであ ります。

今 回の調査 によって、本遺跡 は縄文 時代 と室町

時代 に営 まれ た遺跡で ある ことが明 らか にな りま

した。特 に室町時代 の掘立柱建物跡群 の発掘調査

例 は、本県で も数少 な く注 目され ます。

この成果が、今後埋蔵文化財 の保護 と活用 に役

立 つ ところがあれば幸 い に存 じます。

最後 にな りましたが、調査 の実施及 び報 告書 の

作成 にあた って、御指導、御協力 いただいた関係

各位 に対 して、心か ら謝意 を表 します。

平成 ５年 ３月

青森県教育委員会

教育長 石 川 正 勝





例 言

１ 本書 は、平成 ３年度に発掘調査 を実施 した下北郡川内町に所在す る高野川（２）遺跡の調査報

告書である。

２ 本遺跡 は、平成 ４年 ３月に青森県教育委員会が編集発行 した 『青森県遺跡地図』に遺跡番

号 ５１０２７として登録されている。

３ 執筆者の氏名は、依頼原稿 については文頭に記載 し、その他 は文末に記 してある。

４ 挿図の縮尺は、図ごとに示 した。なお、遺物写真の縮尺は不統一である。

５ 各遺構の規模 については、それぞれ最大値を計測 した。

６ 掘立柱建物跡の主軸方位 は、梁行方向 ・桁行方向の長軸を基準線 とした。原則 として柱穴

については梁行方向をＸ軸、桁行方向をＹ軸 とし、Ｘ０Ｙ０、ＸｌＹ１…の名称 を付 した。柱間

寸法で、メー トル法から曲尺に換算す る場合は １尺を３０．３㎝ とした。

７ 資料の分析、鑑定については、次の方々に依頼 した （順不動、敬称略）。

掘立柱建物跡の建築学史的分析 八戸工業大学教授 高島 成侑

出土木製品の年輪年代測定 奈良国立文化財研究所埋蔵文化財セ ンター

研究指導部主任研究官 光谷 拓実

陶器の胎土分析 奈良教育大学教授 三辻 利一

出土木製品の樹種同定 元奈良教育大学教授 嶋倉 巳三郎

遺跡周辺の地形 と地質

及び石器の石質鑑定 青森県立板柳高等学校教諭 山口 義伸

８ 本書に掲載した地形図 （遺跡の位置、周辺の遺跡） は、建設省国土地理院発行の ２万 ５千

分の １、 ５万分の １の地形図を複写 した ものである。

９ 遺構 ・遺物の文 ・図中での表現は、原則 として次の様式 ・基準 によった。

（１） 遺構番号は、一部 を除いて発掘調査時のものを用いている。

（２） 遺構内外の堆積土の注記 は、『新版標準土色帖』 （小山正忠、竹原秀雄 １９８７）を用いた。

（３） 図中で使用したスクリーン ・トーンについては各図中で示 した。

１０ 出土遺物、実測図、写真等 は、現在、青森県埋蔵文化財調査セ ンターで保管している。

１１ 発掘調査及び本報告書の作成にあたり、次の機関と個人から御教示 ・御指導をいただいた

（順不動、敬称略）。

珠洲市立珠洲焼資料館、国立歴史民俗博物館

加賀 真樹、工藤 清泰、寺田 徳穂、吉岡 康暢、宇野 隆夫
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第I章 調査 に至 る経過 と調査要項

第 １節 調査 に至 る経過

平成 ２年度から県農林部で は、下北郡川内町高野川地区の 「農業の近代化並びに流通、通作

及び農業経営の合理化 を図る」ため、農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業 を計画 してき

た。

事業計画の進展に伴い、川内町熊ヶ平遺跡が計画路線内に競合 している恐れがあるため、平

成 ２年１０月１６日、県農林部土地改良二課から県教育庁文化課あてに現地踏査の依頼があった。

文化課では１０月１８、１９日の両 日、現地踏査 を行い、路線の一部が埋蔵文化財包蔵地 （遺跡）で

あることを確認 した。 これに基づき同年１０月２２日、県農林部から県教育庁文化課あてに熊 ヶ平

遺跡の発掘調査 を平成 ３年度に実施 して欲 しい旨の依頼があった。平成 ２年１０月２９、３０日に県

埋蔵文化財調査センターでは、発掘調査予算積算資料作成のため現地調査を行った。

平成 ３年 ７月 １日から熊ヶ平遺跡の発掘調査は実施 されたが、 ７月下旬に、県教育庁文化課

が中心 となって路線内の現地踏査が行われ、新たに遺跡 と考 えられる個所が発見 された。 この

中に本遺跡 （高野川（２）遺跡）が含まれていたので、確認のため８月下旬に試掘調査が行われた。

試掘調査の結果、遺構が検出 されたため、関係機関で協議 したところ本年度中に発掘調査を

実施することになった。

第 ２節 調査要項

１ 調査目的 県営農免農道整備事業 （高野川地区）の実施に先立ち、当該地区に所

在する高野川（２）遺跡の発掘調査 を行い、その記録保存を図り、地域社会

の文化財の活用に資する。

２ 調査期間 平成 ３年１０月 １日から同年１０月３１日まで

３ 遺跡名 ・所在地 高野川（２）遺跡

青森県下北郡川内町川内字高野川１５６－ １、外

４ 調査面積 ８８９平方メー トル

５ 調査委託者 青森県農林部土地改良二課 （現、農地建設課）

６ 調査受託者 青森県教育委員会

７ 調査担当機関 青森県埋蔵文化調査センター

８ 調査協力機関 川内町役場 ・川内町教育委員会 ・下北教育事務所

９ 調査参加者

－ １ －



調査指導員 村越 潔 弘前大学教授 （考古学）

調査協力員 三浦 悦之助 川内町教育委員会教育長

調 査 員 高島 成侑 八戸工業大学教授 （建築史）

〃 奈良 正義 青森県立川内高等学校長

（現、青森県立田名部高等学校長） （地質学）

〃 奈良 仁 川内町立湯野川小学校長 （歴史学）

〃 市川 金丸 青森県立郷土館学芸課課長補佐 （考古学）

〃 遠藤 正夫 青森市教育委員会社会教育課課長補佐 （考古学）

調査担当者 青森県埋蔵文化財調査センター

総括主幹

調査第－課長 北林 八洲晴

主 査 白鳥 文雄

主 事 下山 信昭

羽柴 直人 （現、（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター文化

財専門調査員）

調査補助員 福士 敦子、奥崎 晋、北風 州康 （現、三八教育事務所・主事）

（北林八洲晴）

－ ２ －



第 Ⅱ章 調査 の方法 と経過

第 １節 調 査 の 方 法

調査開始にあたって、道路建設用の中心杭№ ８８を基準点 （Ｃ－２５） とし、№８８と№８７を結ぶ

東西方向の基準線 をＣライン、中心杭№ ８８に直交する南北方向の基準線 を２５ラインとして ４ｍ

四方のグ リッドを設定 した。各グリッド杭の呼称は、中心杭№ ８８ （Ｃ－２５）を基点 として、北

へＢ、Ａ、南へＤ、Ｅ、の順 にアルファベ ット文字 を付 し、また、西へ２４、２３、‥‥ 、東へ２６、

２７、‥‥ の順 に算用数字を付 してアルファベ ットと算用数字 との組合せで示した。具体的には

そのグリッドの北西隅の基準杭の表示 によるもの とした。なお、グ リッドの南北方向の基準線

は、磁北から３９．５度東へ傾いている （第 ２、 ３図）。

測量原点 （Ｂ．Ｍ）は、田野沢地区にある一等水準点 （２．６ｍ）から移動 し、調査区域周辺の

任意の場所に設定 した （標高４．５ｍ）。

調査のあたっては、遺跡の土層の堆積状況を観察するために適宜セクションベル トを設け、

グリッドごとに掘 り進めていった。

遺構の調査 は、原則 として二分法 ・四分法で行い、土層 を観察 しながら精査 を進めた。遺構

実測図の縮尺 は、１０分の １、２０分の １を必要に応 じて使用 した。

遺物の取 り上 げは、グリッド単位 に層位 ごとに行い、必要 に応じて平面図を作成 し、レベル

を記録することにした。遺構内出土遺物については平面図を作成 しながら、標高、種類等を記

録 しながら取 り上 げた。

土層の名称 は、基本層序 については表土から下位にローマ数字 を、遺構内堆積土については

上位か ら下位 に算用数字を各々付すことにした。土層観察にあたっては 『標準土色帖』 を用い

注記 した。

写真撮影 は、適宜行 うこととし、カラー リバーサル とモノクロームの２種類のフィルムを使

用することにした。

（下山 信昭）

第 ２節 調 査 の経 過

平成 ３年 ８月２６日、県教育庁文化課の要請 を受け、高野川（２）遺跡の試掘調査を開始 した。 ２

週間で約１５０㎡の調査 を行い、かまどと思われる焼土遺構 １基 と柱穴約２０個を確認 し、縄文時代

早期～晩期の土器片が約２０点、珠洲焼 （中世陶器）数点が出土 した。その結果、関係機関で協

議したところ本年度中に発掘調査を実施することになったが、発掘す るための条件が揃 うまで

－ ３－



待つこととなった。

１０月 ７日、発掘調査を再開する。２０ラインか ら２７ラインにかけて遺構が集中し、焼土遺構 ２

基、井戸跡 １基、土壙 ３基、柱穴１４０個 を確認 した （第 ４図）。遺物 は少な く、遺構内か ら出土

したものは、井戸跡か ら珠洲焼 （中世陶器）数点 と木製品数点 （曲物、箸など）が出土 したの

みであった。西側 は湿地 になってお り、３０㎝ ほど掘 ると水が湧いてきた。遺構や遺物は確認で

きなかった。東側 は、以前道路工事をした ときに掘削された後埋め戻 されたらしく、頭大の礫

が大量 に出土 した。そのため トレンチを掘 って土層の堆積、分布を確認した。

１０月３１日、発掘の最終 日を迎 えたが、井戸跡に木製 （ひば材）の井戸枠が確認され、その取

り上げ作業が残 ったため、１１月 ５日～ ８日に実測 と取 り上 げ作業 を行い発掘調査を終了 した。

（下山 信昭）

－ ４ －
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第Ⅲ章 遺跡の環境

第 １節 遺 跡 周辺 の地形 と地質

青森県立板柳高等学校教諭 山口 義伸

斧の形状 をなす下北半島 はその四周 を海に囲まれている。北が津軽海峡に、東が太平洋、南

が陸奥湾、そして西が平舘海峡に各々臨んでいる。平舘海峡を挟んでその西方には津軽半島を

見渡す ことができ、晴天時には秀峰岩木山を望むことがで きる。

斧の刃部にあたる半島西部には、大作山 （７７６．３ｍ）・嵓倉山 （６８６．３ｍ）・荒沢山 （６７１．６ｍ）・

袴腰山 （６２１．７ｍ）・アンド山 （６４５．７ｍ）・縫道石山 （６２６ｍ）・八郎岳 （５９８ｍ）・大滝山 （５６３．

４ｍ）等の諸峰が点在 していて西部山地を形成 している。この山地は、陸奥湾を挟んでいるが、

奥羽脊梁山脈の北の延長部 にあたる。

一方、東方の太平洋側では桑畑及 び片崎山の丘陵地 をはじめ、海岸段丘の発達が顕著である

（大矢 ・市瀬 １９５７）。桑畑山及び片崎山の丘陵地 は浸食平坦面をなし、 ドリーネなど石灰岩地

帯特有の地形が観察 される。

半島中央部には田名部低地帯があって、その中を田名部川が陸奥湾に向かって蛇行 しなが ら

流れていて、河口には三角州が認められる （奈良 １９８９）。

西部山地の東縁部 と田名部低地帯 との境界部 には、那須火山帯に属する恐山火山が存在する。

恐山火山の中央部には直径 ５㎞の円形カルデラがあって、宇曽利山湖 となっている。カルデラ

内には、鶏頭山 （３２１ｍ）・剣山 （３９５ｍ）の熔岩 ドームが存在する。周囲には、屏風 山 （６２８ｍ）・

小盡 山 （５１３ｍ）・大盡 山 （８２７．７ｍ）・円山 （８０６．７ｍ）などの諸峰を連ねた外輪山が認められる。

外輪山の南側には釜臥山 （８７８．６ｍ）・毛無山 （７０８ｍ）・障子山 （８６３ｍ）・北国山 （８４０ｍ）・荒

川岳 （７４０ｍ）などの諸峰が存在する。 この恐山火山体 の、特 に釜臥山の南麓 は陸奥湾岸 までせ

まり、湾岸に平行する海岸段丘が狭い帯状の分布 を示 している。なお、恐山火山の北方には燧

岳火山があって、両火山体 を二分する形で大畑川が東流 して津軽海峡に注いでいる。

ところで、下北郡川内町は陸奥湾北岸に所在 し、西方から宿野部川、桧川、川内川、熊野川、

高野川などの諸河川がみられる。 この うち、川内川以外は河口か らの距離が短 く、河床勾配が

急である。また、熊野川 ・高野川などは外輪山を源 とする恐山火山体の放射谷である。

恐山火山体を浸食する放射谷を支流にもつ川内川 は、西方の緑色凝灰岩 を主 とする基盤岩 と

東方の恐山火山噴出物 との境界部付近 を南流 している。

陸奥湾北岸の大湊から脇野沢にかけて発達する段丘 は、古い順 に、宿野部段丘 ・川内段丘 ・

－ ６－
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永下段丘 の３段に大別できる （中川 １９７２）。これによると、高位段丘の宿野部段丘は標高約４０

ｍで、山地及び丘陵地帯縁辺部に断片的分布する。特に宿野部川及び川内川沿いに小規模に発

達 し、段丘面はかな り開析 されている。中位段丘の川内段丘 は標高１５～２０ｍで、海岸及び河川

沿いに帯状 に発達 し、段丘面 はかな り平坦である。低位段丘の永下段丘 は標高 ４～１０ｍで、主

に河岸沿いに幅狭 く発達 して河川に向かって緩やかに傾斜 している。

高野川（２）遺跡 は、高野川の河 口付近に位置 していて、西方の谷状低地 との合流点北側 に、小

規模で三角状に展開する。標高 ４～ ５ｍの河岸段丘上 （中川 １９７２の永下段丘に相当する）に

立地している。現河床面 とは比高約 １ｍの急崖で接 している。 また、後方には上位の段丘が発

達していて、比高約１０ｍ段丘崖で接 している。

次に、地質の概要を述べたい。斧の刃部にあたる西部山地 はいわゆるグリーンタフ地帯であ

って、新第三紀中新統の緑色凝灰岩 を主 とした堆積物からな り基盤岩 をなしている。川内川以

東に位置する恐山火山体 においては、基盤岩を不整合に覆 う形でその火山噴出物がのっている。

田名部低地帯で は恐山火山噴 出物及び砂や泥などか らなる田名部地層が堆積 している （第 ５

図）。

恐山火山の噴出物は、主に溶結凝灰岩 ・角礫凝灰岩 ・浮石流凝灰岩 ・粘土質降下火山灰など

か らな り、ＮＥ－ＳＷ方向を長軸 とする楕円形の分布範囲 （長軸２７㎞、短軸１４㎞）を示 し、宇

會利山湖 を中心 とした火山体 の東方に偏っている （奈良 １９８９）。

恐山火山体は、標高約２００ｍ までは急峻な火山体 をなし、主に安山岩溶岩からなる。標高約８０

ｍまでは山麓地形をなし、主に角礫凝灰岩や浮石流凝灰岩などか らなる。特に、田野沢付近で

は浮石流凝灰岩か らなる火砕流台地 となっている。

最後に、遺跡内の基本層序についてその概要を述べ る （第 ７図）。

I層 暗 褐 色 土 （１０ＹＲ３／４）‥‥‥ 厚 さ１０～ ３０㎝ 。 耕 作 土 で 、 下 位 層 と は シ ャ ー プ な 面 で 接

す る こ とが 多 い。 粘 性 ・湿 性 が 多 少 あ り。 焼 土 粒 ・炭 化 粒 の 混 入 が少 量 あ り。 な お Ｃ

－３０～ ３１付 近 で は本 層 が ２層 に細 分 され る
。 下 位 のIｂ 層 （１０ＹＲ４／４）は多 少 し ま りが

あ っ て、全 体 的 に粘 土 質 で あ る。下 位 の Ⅱ層 が 粒 子 状 及 び ブ ロ ッ ク状 に混 入 し て い る。

また 、 同地 点 に お い てIｂ 層 直 下 に レ ン ズ状 に堆 積 す る礫 層 （氾 濫 に よ る堆 積 ） が存

在 し た り、 下 位 のⅡ 層 と不 規 則 な面 で 接 した り して い て 、 堆 積 間 隙 が 認 め られ る。

Ⅱ ａ層 褐 色 土 （１０ＹＲ４／４）‥‥‥ 厚 さ２０～ ３０㎝ 。 粘 性 ・湿 性 が あ り、 し ま り もみ られ る。

焼 土 粒 ・炭 化 粒 な どの 混 入 が 多 い 。

Ⅱ ｂ層 暗 褐 色 土 （１０ＹＲ３／３）‥‥‥ 厚 さ２０～ ３０㎝ 。 色 調 の 違 い を除 く と上 位 Ⅱ ａ層 の 層 相 に

酷 似 す る。 特 に 、 縄 文 時 代 の土 器 片 が 包 含 され て い る。 な お 、 Ｄ － ２８付 近 で は上 位 の

Ⅱ ａ層 との 間 に Ⅱ ｃ層 （１０ＹＲ４／３） が レ ン ズ状 （厚 さ ０～ ３０㎝ ） に 堆 積 して い る。
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黒色腐植質土及びローム （Ⅲ層）のブロックが多量に混入 し、全体的にしまりに欠 け

ている。

Ⅲ 層 黄褐色火山灰 （１０ＹＲ５／８）‥厚さ４０㎝。混入物がな く、 しまりのある粘土質火山灰で

ある。耕作 による削平でI層 直下に位置す ることが多 く、Ｃ－２２～２５付近で特に目立

つ。本層 より下位の層は第 １号井戸跡で確認 した ところ、永下段丘 に相当する段丘構

成層の粘土層 となっている。

本遺跡で検出した遺構 は、基本層序Ⅲ層で確認することがで きた。
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Ｎｏ．４０

郷原保真 ・桑野幸夫 ・生出慶司 １９５７ 恐山火山の地質 （予報） 下北半島北部 の第四系

第二報 資源科学研究所彙報 Ｎｏｓ．４３－４４

桑野幸雄 １９５７ 田名部低地帯北部 の第四系 資源科学研究所彙報 Ｎｏｓ．４３－４４
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第 ２節 周 辺 の遺 跡 （第 ８図、第 １、 ２表）

現在（平成 ３年 ３月３１日）、下北郡川内町の遺跡地名表 には、３５箇所の遺跡が登録 されている

（第 １表）。遺跡 の多 くは、陸奥湾に面 した海岸段丘上に立地 している （第 ８図）。そして、 こ

れらの遺跡の中で、未だ確認 されていない時代、時期の ものは、旧石器時代 と縄文時代創草期

の ものである。 したがって、周辺には縄文時代か ら近世までの遺跡が所在していることになる

が、従来、川内町を含めた下北郡西通 りでは本格的な発掘調査が実施 された例が少なかったの

で、 まだそれらに関する情報量 は少ないのが現状であろう。最近になって、川内町教育委員会

や県埋蔵文化財調査センターが、ゴルフ場 ・送電用鉄塔の建設や農免農道整備事業に係 る発掘

調査 を実施するようになって、その情報が増加 しつつある。例えば縄文時代早期の遺物 を出土

する遺跡について は報告例がなかったが、平成元年に行われた戸沢川代遺跡の調査で早期初頭

の押型文土器が出土 し、次いで本遺跡からは縄文時代早期中葉のムシリI式 土器が発掘される

など、それな りの成果はあが りつつある。そして本遺跡 とは直接的な関連 は少ないが、川内町

内に所在する遺跡の最大の特色は、弥生時代の遺跡数が県平均 （約３．７％）の約 ６倍 （２２．９％）

も多 く確認 されていることである。

町内に所在す る遺跡が知 られるようになったのは、多 くの遺跡を登録 された故岩本義雄氏 を

はじめ地元の畑中 （寺田）徳穂氏、むつ市の橘善光氏の功績 は大 きい。そしてもう一人忘れ得

ない先達 は、故中島全二氏 （１９０２～１９７９）である。中島氏 は、昭和２０年代から川内町 を訪れて、

寺田氏 と共に町内各地の遺跡を踏査され、 その残 された資料 は、橘氏が整理 されて地元の郷土

誌 『うそり』 に連載 されている。その遺跡名 には、現在の遺跡地名表 に収録 されていない とこ

ろも含 まれてお り、貴重な資料 となっている。

また、当センターで平成 ３年度か ら調査 を開始 した熊 ヶ平遺跡及び平成 ４年度に実施 した板

子塚遺跡 ・高野川（３）遺跡の成果に期待するところが大 きい。

（本節及び第 １表 は、『青森県遺跡地図』 （県教委 ：１９９２）を引用 ・参考にした。）

（北林八洲晴）
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第Ⅳ章 検出遺構 と出土遺物

第 １節 検出遺構 と出土遺物

今回の調査では、掘立柱建物跡 ５軒、かまど状遺構 １基、井戸跡 １基、土壙 ３基が検出され

た。以下 にその概要を述べる。

（１） 掘 立 柱 建 物 跡 （第 ９、 １０図 ）

第 １号 掘 立 柱 建 物 跡

［位 置 ］ Ｂ － ２１、 ２２、 Ｃ －２２に 位 置 す る。

［重 複 ］ 第 ３号 掘 立 柱 建 物 跡 、 第 ４号 掘 立 柱 建 物 跡 と重 複 す る。 新 旧 関 係 は不 明 で あ る。

［規 模 ］ 桁 行 ２間 （総 長 ４．９５ｍ － 西 ）、 梁 行 １間 （総 長 １．７０ｍ －北 ）の 南 北 棟 建 物 で あ る。 建

物 跡 の軸 方 向 はＮ － ７°－Ｗ で あ る。

［平 面 形 式 ］ １間 × ２間 で 西 側 が 若 干 長 い 台 形 を呈 す る 。

［柱 穴 ］ 直 径 ３０～ ４０㎝ の 円形 の 掘 り方 で あ る。

［柱 間寸 法 ］ 桁 行 の平 均 柱 間 寸 法 は２．４８ｍ （８尺 ２寸 ）、 梁 行 ２柱 間 寸 法 は１．７０ｍ （５尺 ６寸 ）

で あ る。

［出土 遺 物 ］ な し。

第 ２号掘立柱建物跡

［位置］ Ｃ－２２、２３に位置する。

［重複］ 第 ４号掘立柱建物跡 と重複する。新旧関係 は不明である。

［規模］ 桁行 ２間 （総長５．５０ｍ－西）、梁行 １間 （総長１．７５ｍ－北）の南北棟建物である。建

物跡の軸方向はＮ－１２°－Ｗである。

［平面形式］ １間 ×２間で西側が長い台形 を呈す る。

［柱穴］ 直径３０㎝前後の円形の掘 り方である。

［柱間寸法］ 桁行 の平均柱間寸法 は２．７５ｍ （９寸 １尺）、梁行の柱間寸法 は１．７５ｍ （５尺 ８寸）

である。

［出土遺物］ なし。

第 ３号掘立柱建物跡

［位置］ Ａ－２２、Ｂ－２１、２２、２３に位置する。

［重複］ 第 １号掘立柱建物跡、第 ５号掘立柱建物跡 と重複する。第 ５号掘立建物跡 よりは古

いが、第 １号掘立柱建物跡 との新 旧関係 は不明である。

［規模］ 桁行 ２間 （総長４．７０ｍ－東）、梁行 １間 （総長２．５０ｍ－南）の南北棟建物である。建
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物 跡 の 軸 方 向 はＮ － ９°－Ｗ で あ る。

［平 面 形 式 ］ １間 × ２間 の長 方 形 を呈 す る。

［柱 穴 ］ 直 径 ３０～ ４０㎝ の 円形 の 掘 り方 で あ る。

［柱 間 寸 法 ］ 桁 行 の平 均 柱 問 寸 法 は２．３５ｍ （７尺 ８寸 ）、 梁 行 の 柱 間 寸 法 は２．５０ｍ （８尺 ２寸 ）

で あ る。

［出 土 遺 物 ］ な し。

第 ４号 掘 立 柱 建 物 跡

［位 置 ］ Ｂ －２１、 ２２、 Ｃ － ２２、 ２３、 Ｄ －２３に位 置 す る。

［重 複 ］ 第 １号 掘 立 柱 建 物 跡 、 第 ２号 掘 立 柱 建 物 跡 と重 複 す る。 新 旧 関 係 は不 明 で あ る。

［規 模 ］ 桁 行 ４間 （総 長 ９．２０ｍ －西 ）、 梁 行 １間 （総 長 １．６０ｍ－ 北 ） の 南 北 棟 建 物 で あ る。 建

物 跡 の 軸 方 向 はＮ － １０°－Ｗ で あ る。

［平 面 形 式 ］ １間 × ４間 の長 方 形 を呈 す る。

［柱 穴 ］ 直 径 ２０～ ４０㎝ の 円 形 の 掘 り方 で あ る。

［柱 間 寸 法 ］ 桁 行 の平 均 柱 間 寸 法 は２．３０ｍ （７尺 ６寸 ）、 梁 行 の柱 間 寸 法 は１．６０ｍ （５尺 ３寸 ）

で あ る。

［出土 遺 物 ］ な し。

第 ５号 掘 立 柱 建 物 跡

［位 置 ］ Ａ － ２２、 ２３、 ２４、 Ｂ －２２、 ２３、 ２４、 Ｃ－２３、 ２４に位 置 す る。

［重 複 ］ 第 ３号 掘 立 柱 建 物 跡 と重 複 す る。 第 ３号 掘 立 柱 建 物 跡 よ りは新 しい 。

［規 模 ］ 桁 行 ３間 （総 長 ５．８０ｍ －北 ）、 梁 行 ３間 （総 長 ５．７０ｍ－ 東 ） の主 屋 の 北 側 と東 側 に突

出 し部 を持 つ東 西 棟 建 物 で あ る。 建 物 跡 の 軸 方 向 は Ｎ － ７９°－ Ｅで あ る。

［平 面 形 式 ］ ３間 × ３間 の 主 屋 部 は Ｘ６通 りで ２分 割 され る。 北 側 に は １間 × １間 と １間 × ２

間 の ２室 の突 出 し部 が あ り、 東 側 に は １間 × １間 の突 出 し部 が あ る。

［柱 穴 ］ 直 径 ２０～ ４０㎝ の 円形 の掘 り方 で あ る。

［柱 間 寸 法 ］ 桁 行 Ｘ２通 りの 平 均 柱 問 寸 法 は１．７７ｍ （５尺 ８寸 ）、 梁行 Ｙ１通 りの平 均 柱 間 寸 法

は １．９７ｍ （６尺 ５寸 ） で あ る。

［出土 遺 物 ］ な し。

第 ２号焼土状遺構

掘立柱建物跡に伴 うものと思われる。Ｂ－２３に位置 している。焼土部分は５０×４０㎝の楕円形

を呈する。その西側に１．８×１．０ｍ、深さ２０㎝の楕円形の穴がある。その中央部に熱 を受けたと

思われる礫があり、、覆土 の １層には焼土 と炭化物の混入が認められた。出土遺物はない。
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（２） かまど状遺構

第 １号か まど状遺構 （第１１図）

Ｂ－２６に位置 している。重複関係はない。上部 は耕作によって攪乱 され残存 していない。 ど

のような形状であったか明 らかではないが、燃焼部か ら煙道部は南北方向を長軸 とした楕円形

と思われる。燃焼部は、若干掘 り下げられていて、平面形 はほぼ楕円形である。煙道部 は、さ

らに１０㎝ ほど掘 り下げられ、上端 は１．３×０．３ｍの長楕円形である。底部の断面形はＵ字状で南

端が下へ入 り込んでいる。燃焼部、煙道部 とも焼土が多量 に見 られる。

覆土 は、 ６層 に分層 された。 ３層 と６層 は粘土である。 ３層は煙道の天井部 と思われ、その

下 の ４層 には多量の炭化物が混入 している。 ６層 は壁面の崩落土 と思われ、焼土や炭化物が混

入して、北側から南側へ流れたように広が っている。

出土遺物 は、かまど本体の芯材に使用された と思われる礫が ３点出土したのみである。

（３） 井戸跡

第 １号井戸跡 （第１２、１３、１４図）

Ｄ－２２グ リッドの東側に位置する。重複関係 はない。上端の平面形は、ほぼ隅丸方形で一辺

が約１．４ｍである。下端 は南北に長軸をもつ隅丸長方形で１．２×１．ｌｍ、深さは約１．８ｍである。

壁 はほぼ垂直に立ち上がってお り、開口部付近でやや外側 に開 く。底面 はほぼ平坦で、木枠が

検出された。木枠 は、隅柱横桟型で、横桟 は一段である。隅柱 はそれぞれ一辺が ７～ ９㎝の四

角に整形されてお り、整形に使用したチ ョウナの痕跡 も見 られ る。上端は腐食 しているため先

細になっているが、高さは １ｍ前後である。下端 は直接井戸底に置 く状態で設置されていた。

側板 は厚さ ３㎝前後の柾 目板 ３～ ８枚によって囲まれていた。側板の下端が黒 く焦げているも

の もあ り、廃材 を利用 した可能性 もある。木枠 は組合せた後 に入れられ、側板 は外か らの土圧

によって固定 されていたと考 えられる。組 まれた木枠は、９０㎝ ×７０㎝ の長方形を呈するが、井

戸の深 さか らすると、木枠は縦二段組の可能性が高い。

堆積土は ７層に分層 された。堆積土中には大人の頭位大 きい河原石が５０個前後含 まれ、人為

的に埋 め戻 された とみられる。

遺物 は、覆土か ら珠洲焼 のすり鉢の破片 （１～ ３）、曲物 （８～１２）、箸 （１３～１５）、木片 （４

～ ７）、桃の種子、木の葉 （カシワ？）が出土した。珠洲焼 は全部で ５点、曲物 は２点、箸が ３

本、曲物 の側板 と思われる板材や井戸枠の一部 と思われる木片が多数出土した。珠洲焼 は１５世

紀後半の ものと思われる。木の葉 は、掘 り上 げて地上で水洗いする時 まで原色 （緑色）のまま

であった。

なお、第 １号井戸跡 は確認時には、第 １号土壙 と称 した。
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 （4） 土壙（第15図）

 第２号土壙

 Ｄ－23・24に位置する。重複はない。平面形は南北に長軸をもつ楕円形で、上端の径は1.3×

ｌｍ、下端の径は0.9×0.8ｍ、深さ45cmである。壁は底面から緩やかに湾曲しながら立ち上が

り、底面はほぼ平坦である。基本層序の第Ⅱ層から掘り込んでおり、近年掘られた可能性が高

い、出土遺物はない。

 第３号土壙

 Ｄ－23に位置する。重複はない。平面形はほぼ円形で、上端の径は約1.2ｍである。湧水が激

しく、50cmほど掘り下げたところで発掘を中止した。井戸跡の可能性もある。出土遺物はない。

 第４号土壙

Ｂ－24に位置する。重複はない。平面形は東西に長軸をもつ楕円形で、上端の径は1.4×0.8

ｍ、下端の径は１×0.5ｍ、深さ25cmである。西側の壁は底面から緩やかに湾曲しながら立ち上

がり、東側は直線的に立ち上がっている。底面は東側に傾斜している。出土遺物はない。

                                   （下山 信昭）



第 ２節 遺構外出土遺物

遺構外からは縄文時代早期か ら弥生時代 までの土器・石器及び珠洲焼陶器、古銭が出土 した。

以下にその概要を述べる。

１ 土 器 （第１６、１７、１８図－１～２８）

土器は破片で４０点ほど出土 している。復原可能なものは２個体で、その ２個体 も全体 の５分

の １ほどしか残っていない。時期の分かるものを中心に ４つに分類 した。

① 縄文時代早期に比定 される土器

１、 ２はムシリⅠ式に比定 される土器である。 ２個体 あるが、 １は大型 のもので、 ２は小

型のものである。下半部がないため器形 は明確でないが、平底であると思われる。

１の口縁部 は、やや外反して平口縁 を呈する。体部外面 は、浅い沈線を多数方向を変えなが

ら斜位 に施文 して文様 を描 き出している。内面には横位の浅い条痕がみられる。器厚 は６㎜前

後で、色調は明黄褐色の部分 と灰褐色の部分が混 じっている。

２は、口縁部がわずかに外反 して平口縁を呈する。体部外面は、細 く浅い沈線が斜位 に施文

されている。内面に条痕 はみられない。器厚は ６㎜前後で、色調 は灰褐色である。

② 縄文時代中期に比定 される土器

縄文時代中期の土器 と思われる破片は多いが、ほ とんどが胴部の破片である。型式が分かる

ものは少ない。

９は、円筒上層 ａ式に比定される土器である。胴部下半 は欠損 しているが、器形は口縁部が

やや外反する円筒形である。口縁 は４箇所 に突起部がある波状 口縁 を呈し、突起部は二又に分

かれている。口唇部 は肉厚でやや外反 し、外面には短い縦位の連続 した押圧の縄文がある。口

頸部文様 は、隆帯 と押圧縄文 によって構成 されている。胴部 と口頸部 を区画する横位の隆帯が

一条巡 り、その上方に口縁の突起部 を頂点にして山形 に隆帯が貼 り付 けられている。その頂点

の下方には、ボタン状 の貼 り付けがある。胴部文様 は、斜行縄文を地文 としている。胎土には

植物繊維の混入はみられず砂粒 の混入が多い。焼成 はあまり良 くない。

③ 縄文時代後期に比定 される土器群

無文のものが多 く、破片なので土器型式なども判然 としない。

④ 弥生時代に比定 される土器群

弥生時代のものと思われ る土器片が ２点出土 している。型式などは判然 としない。
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２ 石 器（第20図－32～34）

 不定形石器が３点出土しているが、いずれの土器型式に伴うものか把握できない。３点とも

縦型剥片を利用しており、石質は32が流紋岩、他の２点は珪質頁岩である。32は、縦型剥片の

底縁部の一部を片面調整によって刃部を作出している。33は、両側縁部に使用のために生じた

とみられる微細剥離がみられる。34は、一方の側縁部全体を片面調整によって刃部を作出し、

その端部にも使用痕がみられる。

３ 珠洲焼（第19図－29～31）

 破片で４点出土しているが、口縁部破片が１点だけで他は体部破片である。１は片口鉢の口

縁部と思われ、口縁内端面が広く、そこに４条の櫛目波状文を施文している。30と31は同一個

体の片口鉢の下部と思われる。内面は摩耗のためか卸し目等がみられない。15世紀後半のもの

と思われる。

４ 古 銭（第20図－35）

 Ｄ－24グリッドのⅡ層より、寛永通寳の銅銭が１点出土した。直径が2.32cm、穿径0.64cm、

厚さ0.13cm、重さ2.9ｇである。

                                   （下山 信昭）
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第Ⅴ章 分析 と考察

第 １節 掘立柱建物跡について

八戸工業大学教授 高島 成侑

１ はじめに

調査の現場には訪れる機会がなかったが、調査を担当された青森県埋蔵文化財調査センター

の諸氏から得た図面やその他の資料 によって、中世の聚落に係わる遺跡であることが察 しられ

た。 ここで検出された掘立柱建物跡 は小規模 なもので、数 も多 くはないが、それらの平面や構

造について検討 してみたい。

青森県埋蔵文化財調査センターの諸氏には、貴重 な資料を提供 して下さり、その検討の結果

をこのような形でまとめる機会を与 えて くださったことに感謝申し上げる次第である。 また、

調査指導員 として参加された弘前大学教授 ・村越 潔先生には、いつもなが らの暖かい励 まし

とご教示を頂いたことに、深い謝意を表明するものである。

２ その検出について

ここの柱穴 は、その大 きさおよび深さにおいてほぼ同一のもので、極端に異なる形状のもの

は見当た らなかった。掘立柱建物跡の検出にあたっては、柱穴の並びがほぼ東西方向 と南北方

向とに偏ってお り、その並びを追 いかけることによって検出することがで きた。柱穴群のほぼ

中央で見つかっている焼土跡が建物跡 と関連す るものかを注意 しながら行ったが、第 ５号掘立

柱建物跡の柱筋 に触れるところで納まっている。 この状態では、焼土跡が この建物跡に伴 うも

のかは判断することがで きなかった。 また、柱穴群 の西端 に井戸跡があるが、具体的にこの井

戸跡 と関わる建物跡 も特定す ることができなかった。

狭い範囲に柱穴跡がわ りと密集してお り、検出された掘立柱建物跡は５棟 を数える。それ ら

はほ とんど重複 した形で検出されたが、柱穴の直接の切合いがないため、その新旧を決定する

ことはで きなかった。また、梁間が １間のものが多 くて ４棟であ り、やや規模 の大 きなものは

１棟 に過 ぎない。建物跡の方向はすべて東西および南北 に向 き、大 きく外れるものはない。第

１号および第 ２号掘立柱建物跡は、類似 した平面を示 しているが、他はそれぞれに形が異なっ

ている。
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３ その平面について

［第 １号 掘 立 柱 建 物 跡 ］

２間 に １間 とい う形 で あ る。桁 行 の 柱 間 が す べ て７．００尺 を こ え て い るの に対 して 、梁 間 が ５．６０

尺 と狭 く、 何 か 特 殊 な 用 途 が あ った の か も し れ な い 。 年 代 は捉 え に くい が 、 桁 行 柱 間 に７．９０尺

や ８．４０尺 とい う寸 法 が 用 い られ て い る こ とか らす る と、 １４世 紀 の 半 ば を あ て て み る こ とが で き

るか も しれ な い 。

［第 ２号 掘 立 柱 建 物 跡 ］

第 １号 と ま っ た く同様 の平 面 を示 し、 や や 大 き くな っ て 、 桁 行 で は６．６０尺 や ８．００尺 が 取 られ

て お り、 梁 間 は５．８０尺 で あ る 。

［第 ３号掘立柱建物跡］

これまでのもの と同様 に ２間に １間であるが、梁間 も大 きくなって８．２５尺 となり、桁行柱間

も７．００尺をこえている。小規模ではあるが、一つの建物跡の平面形 として正当な比例 を示 して

いる。年代 は、その柱間寸法からも、上記の ２棟 とやや遅れた同時期のもの とみられる。

［第 ４号掘立柱建物跡］

桁行 ４間に梁間 １間の細長い建物跡である。桁行柱間が７．６０尺 と揃 っており、梁間 は５．３０尺

で、第 １号および第 ２号 と相通 じるところがみ られる。柱穴の切合いはないものの、完全 に重

複 して検出されてお り、第 １号 と第 ２号 とを合わせて整理 した形ででもあろうか。機能につい

ても同じような ものが察 しられる。年代 は、第 ３号 と同じ頃をあてて考えられることができそ

うである。

［第 ５号掘立柱建物跡］

ここで検 出された掘立柱建物跡のなかで最 も大 きな ものであ り、 これまでにみた ものとまっ

た く異なる平面形 を示 している。中央に桁行 ３間梁間 ２間の大 きな部屋をとり、南側に ４間に

１間の室 を連ね、東側には１間四方の張 り出しを付 け、北側 には２間 に１間のもの と１問四方

の室 とを突き出している。柱間寸法は不揃いであるが、８．３０尺か ら７．１０尺や６．６０尺が基準 とし

て とられているようであ り、小さな寸法はその等分 によって作 られている。 この建物跡の機能

がいかなるものであったかは、 この平面から推 しはかることはで きないが、中央部の ３間に２

間の室の南に １間の庇が付いている平面形をみると、寝殿造の系統に属する住宅建築 というこ

とになる。東側や北側の突出部は出入口あるいは付属室が付 け足されたものであろうか。

４ その構造 について

第 １号から第 ４号掘立柱建物跡 まではすべて梁間 １間のものであり、簡単な小屋組で切妻造

の屋根がか けられていた ものとみられる。葺材 は植物性 の材料であり、柾葺が考 えられるとこ
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ろであるが、石置 き屋根の可能性 も高い ものと推定される。

第 ５号掘立柱建物跡 はやや規模の大 きなものであるが、柱穴跡の配列からは、それほど複雑

な屋根構造 とはならないようである。中央の ３間に２間の部分に切妻造の屋根がのり、それか

ら南へ下屋が葺下ろされてお り、北側の ２間に １間の突 き出しに切妻造屋根がかかって中央の

大屋根 に取 り付 き、 １間四方の部分 と東側 の張 り出しには下屋が下 ろされていた、 とみること

ができるようである。中央部の梁間寸法 は１２．００尺ほどであり、和小屋を組んで屋根をのせるこ

とが十分に可能であろう。葺材 はやはり柾葺であろうか。

５ むすび

調査現場 に一度 も訪れることもせずに、与 えられた図面 と諸資料から掘立柱建物跡を検出し

その平面や構造について分析 して、当時の姿に思いを致す ことは、なにか片手落ちの感があり、

十分 に復原考察がなされたものか と不安である。現場で調査にあたられた青森県埋蔵文化財調

査センターの諸氏が想定されたような建物跡ではないか もしれないが、図面の上でこのように

なった ということでお許 しいただきたい。
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第 ２節 年輪年代法による井戸枠材 ・

曲物類 ・板材の年代測定

奈良国立文化財研究所

埋蔵文化財センター 光谷 拓実

奈良国立文化財研究所で は、１９８０年から樹木の年輪を使 った年代測定法、すなわち年輪年代

法の研究を継続的に進めて きた。これまでのところ、 ヒノキ、サ ワラ、アスナロ、 ヒノキアス

ナロ、クロベ、ツガ、スギ、 コウヤマキ、エゾマツ、 トドマツ、カラマツ属の針葉樹１１種類、

ミズナラ、ブナの広葉樹 ２種類については、年輪年代法の研究が可能であることを明 らかにし

ている。

この方法では、まず最初 に暦年の確定 した標準パターン （これを暦年標準パターンと呼ぶ）

をあらかじめ作成 しておかなければならない。上記の適用可能な樹種のなかで も、 ヒノキ、ス

ギ、コウヤマキの ３樹種のそれが最 も進展してお り、ヒノキが現在か ら紀元前７３２年まで、スギ

が現在から紀元前６５１年 まで、コウヤマキが７４１年か ら２２年まで、長期にわたって作成済みであ

る。暦年標準パターンは、樹種別、地域別に作成するのが望ましい。

東北地方においては、秋田スギや青森 ヒバに代表され るように、スギ とヒノキアスナロ （通

称 ヒバ と言 う。）の ２種類が この方面の研究の主要樹種である。現時点では、スギが現生木の年

輪計測値データ （年輪データ） を多数使い、１７６４年～１９９０年まで と、秋田、山形県下の遺跡出

土木材や古建築部材の年輪データを使って、１２１年～１２８５年 までの暦年標準パターンを作成 して

いる。一方、ヒノキアスナロの暦年標準パ ターンは、青森県下の６か所の営林署から収集 した

円盤試料の年輪 データによって１９８６年～１７６９年まで作成済みである。 これ ら２樹種の年輪パタ

ーンのあいだには、高い相関関係があることも判明している。すなわち、 どちらか一方の暦年

標準パターンでもって、年代測定が可能な場合のあることを示唆するものである。

高野川（２）遺跡からは、 ヒノキアスナロ材 を使 った井戸枠が発見 された。この井戸 は多数の板

材で構築 されてお り、さらに井戸内の埋土からも同種の曲物類や板材等が出土 した。これ らの

中から年輪の多い物 （一応 の目安 として１００層以上）を選定 し、先のスギの暦年標準パターン（１２１

年～１２８５年）を使 って、各試料の年輪年代を求めることと、新たに暦年標準パターンを作成す

るため年輪データを集積することとした。以下 にその結果の概略 を報告する。

〈試料 と方法〉

選定 した出土試料 は、井戸枠材が１１点、板状木製品が １点、曲物類が ３点の総数１５点である。
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材種はいずれ もアナスロ属の ヒノキアスナロと考えられる。これらには、井戸枠材か ら順に№ １

か ら№１５までの番号を付 けた。選定試料は、いずれも辺材部 （樹木の外周部 を占める木質の白

味がかった部分で、白太 ともいう。）が残存 していないものと判断 （外見的）した。 このような

形状 をした試料 は、樹幹の外側が失われた分だけ、実際の伐採年代 よりも古い年代 を示すこと

になる。

年輪幅の計測 は、専用の読取器を使用 し、各試料の木口面や柾 目面で行 った。読み取った年

輪データはコンピューターに入力 し、試料相互間ないしスギの暦年標準パター ンとの照合に備

えた。コンピューターによる年輪パターンの照合は、相互相関分析手法によった。１）

本遺跡の年代観 は、その発掘所見から鎌倉から室町時代にかけてのものであろうということ

であったから、 まず最初に最多年輪を持つ井戸枠材に着 目し、 これか ら計測した年輪 データと

山形県下の各遺跡から出土 した杉材の年輪データで作成 した４２７年分の暦年標準パターン （８５９

年～１２８５年）を構成する年輪データ とを比較照合 し、暦年を確定する作業を行った。 こうして、

この井戸枠材の年輪データに暦年が確定すれば、次か らはこのヒバ材の年輪パターンを基準 と

して他 の１４点の年輪パターンとの照合作業が可能 となる。これ は、同種間相互の年輪パターン

照合が異種間相互のそれよりも行いやすい点に着 目したものである。

以下 に得 られた結果の概略を報告する。

〈結果〉

選定 した１５点の試料の計測年輪数、残存最外年輪測定年代 については、第 ３表に示 した通 り

である。この中で、№ １の井戸枠材 の年輪データは３６７と最多であった。この年輪パターンとス

ギの暦年標準パター ン （８５９年～１２８５年）とを照合 した ところ、№ １の年輪パターンの最終年輪

は、スギの暦年標準パターンの最終年輪より２０層分新 しい年代位置で合致 した。この結果か ら、

３６８層か らなる年輪パター ンは、９３７年～１３０５年のものであることが確定で きた。次か らは、こ

の３６７年分の暦年の確定した年輪パターンを使って、他の１４点の年輪パターンとの照合 を行 っ

た。１４点のうち１２点についてはいずれ もパターン照合が成立 し、それぞれの残存最外年輪の暦

年を求 めることがで きた。パターン照合が成立 しなかった ２点 （№１４、№１５） は、井戸内の堆

積土から出土 した ものであるから、№ １の年輪パターンよりも後世の年輪パターンの一群 と推

定される。

〈井戸の築造年代〉

井戸枠材１１点の年輪年代 をみてみると、№ ６の１３２５年が最も新 しい。 この暦年は、試料の形

状か らして原材の伐採年 と見倣すことはできない。 あくまでも伐採年の上限を示しているに過

－３７ －



ぎない。実際の伐採年代は、 これに失われた分 の年輪数を加算する必要があるが、その具体的

な数値を求めることはで きない。 しかしなが ら、井戸の造 られた年代 は、鎌倉時代ではなく明

らかに室町時代になってか ら、しかも１３２５年以降に造 られたことだけは確かである。

井戸の廃絶時期については、井戸内か ら出土 した曲物類や板材の年輪年代が重要 となって く

るが、今回の場合№ １２と№１３の年輪年代が、井戸枠材の年輪年代 とあまりにも近いため、参考

にならなかった。 しかし、今後№ １４、№１５の年輪年代が確定すれば。廃絶時期を考える上で貴

重な年代情報 となり得 るだろう。

〈暦年標準パターンの作成〉

今回１５点のうち１３点の年輪年代が確定 した。１３点のなかで、相関の良い年輪データを１１点選

び、暦年標準パターンを作成 した。 これは、相互 に重複 した年代位置で総平均して作成 したも

のである。１１点 はいずれ も井戸枠材で、年代別 には年輪 データが少ないところもあるが一応４０２

年分 （９２４年～１３２５年）の暦年標準パターンを作成 した。今後、 この暦年標準パターンは、東北

地方の遺跡出土木材や古建築部材の年代測定に威力 を発揮することになるであろう。

以上、高野川（２）遺跡の出土木材 ・木製品の年輪年代法による年代測定の結果について、その

概略を報告した。東北地方においては、 まだまだ年輪データの集積が足 りない状況である。更

なる発展のため、今後一層の良好な試料 と情報の提供 をお願いする次第である。

１）光谷 拓実 １９８７Ａ ： 「わが国における年輪年代学の確立 とその応用 （第 １報）」

（『木材学会誌』 ３３－３）

－ ３８ －
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第 ３節 高野川（２）遺跡出土陶器の蛍光 Ｘ線分析

奈良教育大学教授 三辻 利一

１ はじめに

各地 の窯跡出土中世陶器 の化学特性 も整理されつつある。特に、日本海側の中世陶器の重要

な供給源である越前窯群、珠洲窯群の陶器 の化学特性は重要であり、すでに求められている。

これらの基礎データを使 って、高野川(2)遺跡から出土 した陶器の産地を推定 した結果について

報告する。

２ 分析結果

分析データは表－ １にまとめ られている。分析値はすべて、岩石標準試料 ＪＧ－ １による標

準化値で表示してある。

はじめに、Ｒｂ、Ｓｒの生データを使って作成 したＲｂ－Ｓｒ分布図を図－１に示してある。 この

図には越前陶器、珠洲陶器の多数の試料を包含するようにして越前領域、珠洲領域を描いてあ

る。定性的な領域ではあるが、窯群の特性を比較する上 にはこれで十分である。図－ １をみる

と、高野川(2)遺跡の陶器は ５点 とも類似 した化学特性 をもってお り、かつ、越前領域 には分布

せず珠洲領域に分布 していることがわかる。 このことから、 これら５点の陶器は珠洲陶器であ

る可能性 をもつ ことがわか る。

これらの陶器の産地をより定量的な手法で推定するためには、判別分析が必要である。その

ために、両群 の重心か らのマハラノビスの汎距離の二乗値が計算された。計算 にはＫ、Ｃａ、Ｒｂ、

Ｓｒの ４因子が使用 された。計算値は表－ １に示してある。この値 と母集団の試料数、使用因子

の数から、ＨｏｔｅｌｌｉｎｇのＴ２検定にかけることがで きる。通常、 ５％の危険率をかけて検定され

る。この結果、各母集団の試料の９５％以上が包含 される領界が決定 される。この領界 は、Ｄ２（母

集団）≦１０としてよいことがわかった。Ｄはマハ ラノビスの汎距離である。そうすると、越前陶

器の試料の９５％以上がＤ２（越前群）≦１０の領域に、 また、珠洲群の試料 の９５％以上がＤ２（珠洲

群）≦１０の領域に分布することになる。したがって、もし、遺跡から出土 した陶器の中に越前陶

器が含 まれていれば、その陶器 は蛍光Ｘ線分析の結果、Ｄ２（越前群）≦１０を満足 し、珠洲陶器が

含 まれているとすれば、Ｄ２（珠洲群）≦１０を満足することになる。表－ １をみると、５点 ともＤ２

（珠洲群）≦１０を満足 し、Ｄ２（越前群）≦１０は満足されていないことがわかる。この結果、高野

川（２）遺跡から出土 した陶器 は珠洲陶器 とみなしてよいことがわかった。

－ ４０－
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 第４節 高野川（2）遺跡出土加工木の樹種

                          元奈良教育大学教授 嶋倉 巳三郎

 青森県下北郡川内町にある室町時代の高野川（2）遺跡から出土した加工木の樹種を調査した。

 資料は１～２cmくらいの大きさの褐色の木片で、これを水に浸して軟化し、薄く切片をつく

り、ガムクロラールに封じて観察した。

 早晩材の境付近に樹脂細分が点在している針葉樹林材である。スギに似ているが、放射組織

の分野壁孔は保存状態が悪く、はっきりしないが、小さくヒノキ型のようであり、晩材部の幅

も狭いのでアスナロに同定した。この部分のやや厚いものはスギの可能性もある。

 青森県の遺跡からは井戸枠や曲物の出土例は乏しいようである（島地謙他：日本の遺跡出土

木製品総覧、昭和63年 参照）。

 福島県の御山千軒遺跡（平安時代前期）から出土した曲物底板には、アスナロの他スギ・マ

ツ・モミ・ヒノキ等が知られている。



第Ⅵ章 ま と め

１ 遺跡の立地

本遺跡 は、高野川の河口か ら約４００ｍ上流付近 に位置 して、標高 ４～ ５ｍの河岸段丘上 に立地

している。遺跡は、背後の段丘につづいているもの とみられる。

２ 遺跡の基本層序

調査区域の基本土層は、永下段丘に相当す る段丘の構成層まで掘 り下げて、I・ Ⅱａ・Ⅱｂ・

Ⅲ層に区分 された。縄文時代の土器などは主 としてⅡｂ層に包含 されている。検 出された遺構

の多 くは、基本層序のⅢ層で確認す ることができた。

３ 検出遺構

発掘調査 は、１，０００平方メー トルにみたない発掘面積であったが、掘立柱建物跡 ５棟、焼土状

遺構 １基、かまど状遺構 １基、井戸跡 ２基（未確認 １基を含む）、土壙 ２基を検出 した。 これ ら

の遺構は、掘立柱建物跡を中心に組み合い、生活 の基本的施設を形成 したもの とみられる。掘

立柱建物跡の重複関係か ら、集落の一部である建物が何回か増改築 されたと考えられる。

４ 出土遺物

遺物は、遺構内及び遺構外から縄文時代早期、中期、後期の土器、弥生時代の土器、帰属年

代の不明な剥片石器及び中世陶器の珠洲焼、木製品（曲物、箸、井戸枠など）、古銭 （寛永通寶 ）

が出土 したが量は少ない。遺構 に共伴 した遺物 は、中世陶器 と木製品である。

５ まとめ

本遺跡 は、検出遺構 と出土遺物か ら、縄文時代、弥生時代、中世 （室町時代）の複合遺跡で

あることが明 らかになった。遺跡の主体 は （調査区域内においての）遺構に伴 って出土 した遺

物から中世、室町時代 と推定 される。そして、それらの時期 は、珠洲陶器の編年年代及び年輪

年代法による年代測定結果から１５世紀後半頃の集落跡の一部である可能性が極めて高いと推定

される。集落の全容 はつかめない ものの、一般的な庶民 ・農家の集落跡 と判断される。

県教育委員会による今回の発掘調査 は、下北半島の西通 り地域では最初であ り、本書が初 め

ての報告書であるが、予想外の成果が得 られた。当時の半農半漁 とみられる生活の実態 を知 り

得 る重要な資料である。今後 は町内に所在する鞍越遺跡や文献史料 との関連などを郷土史の観

点か ら追求することが課題 となるであろう。

－ ４３－



本県 は、当地域を含めて古代、中世の文献史料が乏 しく、空白の部分が多い といわれてい ま

すが、今回の調査によって得 られた成果が、空 白部分 を埋めるために、 また、中世の庶民の生

活を理解す る上で多少な りと役立つところがあれば望外のよろこびであります。

（調査担当者一同）
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